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１ 再犯防止分野におけるＳＩＢの活用

・導入の背景と事業概要、その所感

２ 政策評価・ＥＢＰＭの一体的実施に向けた取組

について御説明

－ご説明させていただく内容





【７つの重点課題と１１５の施策】

⑦ 関係機関の人的・物的体制の整備

・ 刑事司法関係機関と保健医療・福祉関係機関の連携の強化
・ 薬物依存症の治療・支援機関の整備、自助グループを含む民間
団体への支援

・ 薬物指導体制の整備、海外における拘禁刑に代わる措置も
参考にした再犯防止方策の検討 等

・ 矯正施設内での学びの継続に向けた取組の充実
・ 矯正施設からの進学・復学の支援 等

・ アセスメント機能の強化
・ 特性に応じた効果的指導の充実
・ 効果検証・調査研究の実施 等

・ 更生保護サポートセンターの設置の推進
・ 更生保護事業の在り方の見直し
・ 再犯防止活動への民間資金の活用の検討 等

・ 地域のネットワークにおける取組の支援
・ 地方再犯防止推進計画の策定等の促進 等

・ 職業訓練、就労に向けた相談・支援の充実
・ 協力雇用主の活動に対する支援の充実
・ 住居提供者に対する支援、公営住宅への入居に
おける特別の配慮、賃貸住宅の供給の促進 等

① 就労・住居の確保

③ 学校等と連携した修学支援

⑤ 民間協力者の活動促進、広報・啓発活動の推進

⑥ 地方公共団体との連携強化

④ 特性に応じた効果的な指導

② 保健医療・福祉サービスの利用の促進

・ 関係機関の職員等に対する研修の充実 等

－再犯防止推進計画における重点課題
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＜立案段階＞
１ ロジックモデルの作成

・作成するだけでなく、内容のブラッシュアップまでできた要因
・内容のブラッシュアップに当たり苦労した点

２ ＳＩＢ手法の採用
・ＳＩＢ手法を採用した要因
・採用に当たり苦労した点

＜実施段階＞
・支援の個別ケースにおける事業者とのコミュニケーション

－ＳＩＢの立案から実施までの所感
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１ 再犯防止分野におけるＳＩＢの活用

・導入の背景と事業概要、その所感

２ 政策評価・ＥＢＰＭの一体的実施に向けた取組



「達成した・達成できなかった」ではなく、

政策のボトルネックを共有し、組織内外の知恵を借りて

解決策を考えることができる政策評価にする

政策評価審議会提言（令和３年３月）で示された３つの改善のアイデア

「役立つ評価・しなやかな評価・納得できる評価」を踏まえつつ、

政策評価とＥＢＰＭを一体的に見直していく
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ーこれから取り組もうとしていること





ー現在の法務省の政策評価に対する外部有識者の声

・法務省の施策の定量化の取組は、これ以上は困難だと思えるほど進んだ一方で、無理に定量的にし
ているものもあり、評価の対象が狭くなってしまっている。

・施策が順調か順調でないかという細かな話が多く、全体像や課題が見えにくくなっている。
・「順調・順調でない」という評価にこだわらず、課題を把握した上で改善策を一緒に考えたい。

・法務省は多くの現場を抱えているが、評価書からは現場が困っていることは伝わってこない。
現場で困っていることは、制度運用上の課題でもあり、改善のヒントがあると思う。

・他省庁と違い、たくさんの現場を持っているのが、法務行政の特徴。有識者も法務行政のすべてを
知っているわけではないので、現場の実情も伺いながら、法務行政の専門家である皆さんと、対等な
立場で意見交換がしたい。

・基本的制度の運用が中心となる法務行政では、施策のアウトカムを特定しづらいという制約があ
る。

数字で捉えにくいテーマについては、数年分の活動実績と、専門家の課題分析・助言内容を見るこ
とで、アウトカムを設定しにくいという法務行政の実情に合った評価が可能になるのではないか。

現場とともに基本的制度を運用しているのが法務行政の特性。

政策の全体像や現場の実情を意識した、改善につながる議論がしたい。
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